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論
説
日
中
民
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
制
度
ー
指
名
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
を
中
心
に
ー
目
　
　
次
　
は
じ
め
に
　
一
、
債
権
譲
渡
の
効
力
と
対
抗
要
件
　
二
、
債
権
流
動
化
と
対
抗
要
件
立
法
　
三
、
中
国
の
債
権
譲
渡
制
度
　
四
、
比
較
法
か
ら
の
示
唆
　
残
さ
れ
た
課
題
チ
　
　
　
　
　
ミ
ッ
其
　
　
木
提・
其木提日中民法における債権譲渡制度37
38
は
じ
め
に
　
中
国
は
、
建
国
以
来
、
三
度
に
わ
た
り
民
法
典
の
起
草
作
業
を
行
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
政
治
原
因
で
挫
折
し
た
。
改
革
開
放
以
降
、
一
九
七
九
年
に
四
度
目
の
民
法
典
草
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
経
済
改
革
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
段
階
で
は
、
民
法
典
を
制
定
す
る
条
件
が
未
熟
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
民
法
典
を
編
纂
す
る
方
針
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
個
別
立
法
が
先
行
し
、
一
九
八
〇
年
か
ら
「
婚
姻
法
」
、
「
経
済
合
同
法
」
、
「
相
続
法
」
等
が
ま
ず
制
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
立
法
は
総
則
的
規
定
を
欠
い
た
の
で
、
民
法
典
に
先
立
っ
て
、
民
法
全
般
に
わ
た
る
「
民
法
通
則
」
と
い
う
民
事
基
本
法
が
一
九
八
六
年
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
九
年
に
「
合
同
法
」
、
二
〇
〇
〇
年
に
「
担
保
法
」
が
制
定
さ
れ
、
い
ま
は
物
権
法
草
案
の
審
議
段
階
に
あ
り
、
民
法
典
の
制
定
も
志
向
さ
れ
て
い
る
。
　
「
経
済
合
同
法
」
と
「
民
法
通
則
」
は
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
社
会
主
義
計
画
経
済
を
背
景
に
し
た
「
経
済
合
同
法
」
は
債
権
譲
渡
を
禁
止
し
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
の
過
渡
期
に
制
定
さ
れ
た
「
民
法
通
則
」
は
債
務
者
同
意
主
義
を
　
　
（
1
）
採
用
し
た
。
現
行
「
合
同
法
」
に
至
っ
て
よ
う
や
く
債
権
譲
渡
の
自
由
が
認
あ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
当
然
な
が
ら
債
権
譲
渡
の
自
由
を
要
求
す
る
市
場
経
済
の
結
果
で
あ
る
。
　
市
場
経
済
の
浸
透
に
伴
い
、
中
国
に
お
い
て
、
債
権
譲
渡
制
度
は
重
要
な
制
度
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
債
権
譲
渡
制
度
は
、
一
般
の
貸
付
債
権
や
売
掛
債
権
な
ど
単
発
の
債
権
売
買
、
債
権
回
収
だ
け
で
は
な
く
、
国
有
企
業
の
不
良
債
権
回
収
処
理
に
も
重
要
な
役
割
を
果
し
つ
つ
あ
る
。
同
時
に
、
不
動
産
収
益
に
着
目
し
た
債
権
担
保
制
度
や
資
金
調
達
の
た
め
の
債
権
譲
渡
制
度
も
金
融
実
務
か
ら
要
請
さ
れ
、
債
権
流
動
化
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
金
融
取
引
手
法
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
問
題
は
、
法
理
論
的
に
み
れ
ば
、
指
名
債
権
譲
渡
の
理
論
、
と
り
わ
け
対
抗
要
件
の
問
題
と
関
連
す
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
し
た
い
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
大
陸
法
系
の
民
法
に
お
け
る
二
種
類
の
債
権
譲
渡
法
制
（
ド
イ
ッ
法
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
法
）
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
主
に
日
本
の
債
権
譲
渡
制
度
の
変
遷
や
問
題
状
況
を
概
観
す
る
。
次
い
で
、
中
国
法
の
債
権
譲
渡
法
制
お
よ
び
理
論
を
整
理
し
、
最
後
に
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
、
債
権
譲
渡
の
効
力
と
対
抗
要
件
（一
j
　
立
法
例
　
指
名
債
権
の
譲
渡
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
の
合
意
に
よ
り
効
果
を
発
生
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
契
約
の
段
階
に
参
加
で
き
な
い
債
務
者
お
よ
び
そ
の
債
権
に
法
律
上
の
利
益
を
も
つ
第
三
者
は
、
債
権
譲
渡
の
事
実
を
知
ら
な
い
た
め
に
不
測
の
損
害
を
被
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
債
権
譲
渡
に
関
す
る
債
務
者
お
よ
び
第
三
者
保
護
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
近
代
民
法
典
に
お
い
て
は
、
立
法
の
対
応
が
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
対
抗
要
件
主
義
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
ド
イ
ッ
民
法
の
個
別
債
務
者
保
護
主
義
で
（
2
）
あ
る
。
　
1
．
フ
ラ
ン
ス
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
一
六
九
〇
条
に
よ
れ
ば
、
債
権
譲
渡
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
合
意
の
み
で
成
立
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
債
務
者
紅
よ
び
そ
れ
以
外
の
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
。
債
務
者
お
よ
び
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
債
務
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
移
転
の
ω
一
σ
q
巳
穿
9
江
8
と
、
債
務
者
に
よ
る
公
正
証
書
で
の
碧
8
営
讐
δ
昌
が
必
要
で
あ
る
。
前
者
は
執
達
吏
の
送
達
証
書 其木提日中民法における債権譲渡制度39
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
に
よ
る
通
知
（
送
達
）
で
あ
り
、
後
者
は
公
正
証
書
に
よ
る
承
諾
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
手
続
き
が
必
要
な
の
は
、
通
知
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
は
承
諾
自
体
の
真
正
さ
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
二
重
譲
渡
の
場
合
に
は
、
最
初
の
譲
渡
人
と
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
し
た
第
一
譲
受
人
は
、
債
務
者
に
対
す
る
通
知
ま
た
は
債
務
者
に
よ
る
承
諾
が
な
け
れ
ば
、
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
対
抗
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
譲
受
人
が
先
に
通
知
ま
た
は
承
諾
を
具
備
す
れ
ば
、
第
一
譲
受
人
に
対
し
て
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
対
抗
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
な
ぜ
こ
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
一
六
九
〇
条
は
、
フ
ラ
ン
ス
古
法
と
ポ
テ
ィ
エ
説
に
従
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
体
動
産
の
売
主
が
引
渡
ま
で
そ
の
物
の
所
有
権
者
に
と
ど
ま
る
の
と
同
様
、
債
権
の
譲
渡
人
は
、
譲
渡
の
通
知
（
送
達
）
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
決
し
て
そ
の
債
権
者
た
る
地
位
を
失
わ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
沿
革
を
も
つ
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
は
、
そ
の
後
、
学
説
で
は
、
譲
受
け
た
権
利
を
完
全
に
す
る
た
め
の
も
の
と
い
う
立
場
と
、
債
務
者
お
よ
び
第
三
者
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
と
い
う
立
場
が
あ
る
も
の
の
、
今
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
日
、
対
抗
要
件
と
し
て
の
通
知
ま
た
は
承
諾
を
譲
渡
の
公
示
方
法
と
説
く
の
が
通
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
を
含
む
第
三
者
の
保
護
の
た
め
に
、
ま
ず
債
務
者
に
譲
渡
の
認
識
を
与
え
、
そ
の
認
識
を
基
軸
と
し
て
、
そ
こ
へ
の
第
三
者
の
問
い
合
せ
に
よ
っ
て
公
示
の
機
能
を
果
た
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
　
2
．
ド
イ
ツ
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
ド
イ
ッ
民
法
第
三
九
八
条
に
よ
る
と
、
債
権
譲
渡
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
譲
渡
人
譲
受
人
間
の
み
な
ら
ず
、
債
務
者
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
第
三
者
と
の
関
係
で
も
そ
の
効
力
を
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
知
ま
た
は
承
諾
は
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め
の
要
件
で
は
な
い
。
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
は
譲
渡
契
約
書
作
成
の
先
後
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
の
二
重
譲
渡
の
場
合
に
、
第
一
譲
受
人
の
み
が
債
権
を
取
得
し
、
仮
に
第
二
譲
受
人
が
債
務
者
か
ら
弁
済
等
40東洋文化研究9号
の
給
付
を
受
け
た
と
き
は
第
二
譲
受
人
が
第
一
譲
受
人
に
対
し
て
不
当
利
得
返
還
義
務
を
負
う
。
こ
の
よ
う
に
、
債
権
譲
渡
が
債
務
者
に
対
す
る
通
知
を
要
件
と
し
な
い
の
で
、
譲
渡
事
実
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
債
務
者
が
不
測
の
損
害
を
負
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
め
、
ド
イ
ッ
民
法
第
四
〇
七
条
は
善
意
の
債
務
者
に
よ
る
原
債
権
者
へ
の
弁
済
を
有
効
と
し
、
同
じ
く
第
四
〇
六
条
は
豊
呈
思
の
債
務
者
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
が
原
債
権
と
の
相
殺
を
、
第
四
〇
八
条
は
差
呈
思
の
債
務
者
の
第
二
譲
受
人
へ
の
弁
済
を
有
効
と
す
る
。
な
お
、
債
務
者
の
豊
呈
思
す
な
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
ち
債
務
者
の
認
識
は
、
権
利
移
転
の
認
識
を
い
う
。
そ
れ
は
譲
渡
に
つ
い
て
の
確
実
な
認
識
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
譲
渡
人
か
ら
の
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
知
ま
た
は
譲
受
人
か
ら
の
譲
渡
証
書
呈
示
を
伴
う
通
知
で
あ
る
。
そ
し
て
、
譲
渡
証
書
ま
た
は
通
知
に
は
公
証
を
要
求
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
を
強
制
す
る
と
、
債
権
者
は
譲
渡
証
書
の
作
成
に
手
間
が
か
か
る
の
を
嫌
っ
て
譲
渡
を
差
し
控
え
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
債
務
者
が
譲
渡
証
書
の
真
正
に
疑
念
を
持
て
ば
、
原
債
権
者
に
問
い
合
せ
を
す
る
し
、
債
務
者
不
確
知
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
る
供
託
を
な
す
こ
と
も
で
き
る
か
ら
、
債
務
者
に
は
不
利
益
は
及
ぼ
な
い
と
い
わ
れ
る
。
　
で
は
、
ド
イ
ッ
民
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
よ
り
後
に
編
纂
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
立
法
過
程
か
ら
み
る
と
、
ド
イ
ッ
民
法
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
対
抗
要
件
主
義
を
拒
絶
し
た
と
い
わ
れ
る
。
　
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
対
抗
要
件
主
義
に
よ
れ
ば
、
譲
渡
人
が
譲
受
人
へ
移
転
し
た
債
権
は
通
知
ま
た
は
た
承
諾
が
な
さ
れ
る
ま
で
債
務
者
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
は
譲
渡
契
約
の
効
果
と
矛
盾
す
る
。
ま
た
、
確
定
日
付
の
先
後
に
よ
っ
て
先
後
を
判
定
す
る
と
、
第
二
譲
受
人
は
第
一
譲
受
人
よ
り
後
に
契
約
を
締
結
し
て
お
き
な
が
ら
、
第
一
譲
受
人
に
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
主
張
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は
承
認
す
べ
き
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
債
務
者
に
対
す
る
通
知
は
譲
渡
の
原
因
と
な
る
契
約
に
お
け
る
信
義
則
上
の
義
務
違
反
と
な
る
ゆ
え
、
債
務
者
は
公
示
機
関
と
し
て
の
機
能
を
果
せ
な
い
。
ま
た
、
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
な
く
て
も
、
債
務
者
保
護
は
特
別
規
定
に
よ
っ
て
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
二
）
　
日
本
民
法
　
1
．
立
法
趣
旨
　
日
本
民
法
第
四
六
七
条
は
、
立
法
沿
革
上
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
旧
民
法
を
経
由
し
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
対
抗
要
件
主
義
を
継
受
し
た
も
　
　
（
1
5
）
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
草
案
第
三
六
七
条
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
日
本
に
移
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
私
署
証
書
に
よ
る
承
諾
を
対
債
務
者
の
関
係
で
有
効
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
当
時
の
通
説
を
知
り
つ
つ
、
少
数
説
を
採
用
し
、
確
定
日
付
の
な
い
私
署
証
書
に
よ
る
承
諾
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
行
民
法
四
六
七
条
の
起
草
者
は
、
対
債
務
者
の
方
式
を
簡
略
化
す
る
た
め
に
、
通
知
に
つ
い
て
も
は
っ
き
り
し
た
説
明
な
し
に
確
定
日
付
と
い
う
方
式
を
採
用
せ
ず
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
草
案
第
三
六
七
条
を
第
四
六
七
条
一
項
と
二
項
に
分
割
し
、
対
債
務
者
の
関
係
に
限
っ
て
単
な
る
通
知
承
諾
を
、
対
第
三
者
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
で
は
確
定
日
付
の
あ
る
通
知
承
諾
を
要
求
し
た
。
そ
の
結
果
、
確
定
日
付
を
原
則
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
対
抗
要
件
を
緩
め
た
形
と
な
り
、
そ
れ
が
後
世
の
判
例
学
説
の
変
遷
を
も
た
ら
し
た
。
　
2
．
判
例
学
説
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
対
抗
要
件
主
義
を
継
受
し
た
民
法
第
四
六
七
条
は
、
も
と
も
と
二
項
が
原
則
で
、
一
項
が
例
外
的
規
定
で
あ
（
1
7
）
っ
た
。
し
か
し
、
条
文
上
、
対
債
務
者
に
関
す
る
規
定
を
一
項
に
置
い
た
た
め
、
二
項
は
一
項
の
添
え
物
に
読
ま
れ
、
通
説
は
、
一
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
が
原
則
的
規
定
で
あ
り
、
二
項
が
そ
の
制
限
的
付
随
的
規
定
で
あ
る
と
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
外
に
も
、
［
項
は
も
っ
ぱ
ら
債
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
務
者
保
護
の
規
定
で
あ
り
、
二
項
に
至
っ
て
は
じ
め
て
第
三
者
と
の
対
抗
問
題
が
生
じ
る
か
ら
、
一
項
は
限
定
的
例
外
的
規
定
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
一
項
は
債
務
者
保
護
の
規
定
で
あ
り
、
二
項
は
公
示
性
に
基
づ
か
な
い
対
抗
要
件
の
規
定
で
あ
る
と
い
っ
た
学
説
が
あ
る
。
　
ま
た
、
民
法
第
四
六
七
条
の
法
意
は
、
公
示
主
義
の
要
求
か
ら
、
債
権
譲
渡
の
事
実
を
債
務
者
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
基
軸
に
し
て
東洋文化研究9号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
お
り
、
当
事
者
の
共
謀
を
防
止
す
る
た
め
に
、
確
定
日
付
が
必
要
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
重
譲
渡
等
に
お
け
る
譲
受
人
の
優
劣
は
、
通
知
が
債
務
者
に
到
達
し
た
時
を
確
定
日
付
で
証
明
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
立
法
趣
旨
は
、
そ
の
後
の
判
例
学
説
に
必
ず
し
も
正
当
に
理
解
さ
れ
ず
、
債
権
譲
渡
を
め
ぐ
る
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
。
　
当
初
、
大
判
明
治
三
六
年
三
月
三
〇
日
民
録
九
輯
三
六
一
頁
は
、
通
知
を
受
け
た
日
を
確
定
日
付
あ
る
証
書
で
証
明
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
し
た
。
や
が
て
大
連
大
正
三
年
一
二
月
二
二
日
民
録
二
〇
輯
＝
四
六
頁
は
、
確
定
日
付
は
通
知
ま
た
は
承
諾
に
つ
い
て
必
要
で
あ
り
、
通
知
の
到
達
や
承
諾
の
あ
っ
た
こ
と
を
確
定
日
付
あ
る
証
書
で
証
明
す
る
必
要
が
な
い
と
し
た
。
一
方
、
最
判
昭
和
四
九
年
三
月
七
日
民
集
二
八
巻
二
号
一
七
四
頁
は
、
「
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
の
対
抗
要
件
制
度
は
、
当
該
債
権
の
債
務
者
の
債
権
譲
渡
の
有
無
に
つ
い
て
の
認
識
を
通
じ
、
右
債
務
者
に
よ
っ
て
そ
れ
が
第
三
者
に
表
示
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
根
幹
と
し
て
成
立
し
て
い
る
も
の
」
で
あ
り
、
「
債
権
が
二
重
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
譲
受
人
相
互
の
間
の
優
劣
は
、
通
知
ま
た
は
承
諾
に
付
さ
れ
た
確
定
日
付
の
先
後
で
は
な
く
、
確
定
日
付
の
あ
る
通
知
が
債
務
者
に
到
達
し
た
日
時
の
先
後
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
」
と
判
示
し
て
、
到
達
時
説
を
採
用
し
た
。
こ
の
四
九
年
判
決
は
、
大
正
三
年
判
決
を
変
更
せ
ず
、
確
定
日
付
は
通
知
に
必
要
で
あ
る
と
し
た
の
で
、
通
知
書
に
確
定
日
付
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
よ
く
、
到
達
時
の
証
明
は
一
般
の
証
拠
方
法
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
学
説
も
、
日
付
の
遡
記
防
止
と
い
う
立
法
趣
旨
か
ら
い
え
ば
、
到
達
時
を
確
定
日
付
で
証
明
さ
せ
る
方
が
目
的
に
適
す
る
が
、
そ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
で
は
債
権
譲
渡
を
甚
だ
し
く
厄
介
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
大
正
三
年
判
決
を
評
価
し
、
そ
れ
が
通
説
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
通
説
に
よ
る
と
、
確
定
日
付
を
付
け
た
後
、
長
期
間
経
過
し
て
か
ら
発
信
さ
れ
た
場
合
に
は
、
先
に
到
達
し
た
者
の
優
先
権
が
覆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
さ
れ
、
取
引
安
全
が
害
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
と
く
に
昭
和
四
九
年
判
決
以
降
、
到
達
時
説
は
多
数
説
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
到
達
時
説
に
も
欠
陥
が
あ
る
。
到
達
時
説
を
採
る
と
、
債
務
者
と
譲
受
人
の
通
謀
で
日
時
を
遡
ら
せ
て
他
の
譲
渡
人
が
害
さ
れ
る
危
険
性
が
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
日
、
学
説
は
理
想
と
し
て
は
到
達
時
確
定
日
付
説
を
主
張
す
る
が
、
結
論
的
に
は
、
現
実
の
処
理
の
簡
便
さ
を
理
其木提日中民法における債権譲渡制度43
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
由
に
、
や
む
を
え
ず
到
達
時
説
を
承
認
す
る
も
の
と
、
同
じ
理
由
か
ら
積
極
的
に
到
達
時
説
を
選
択
す
る
も
の
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
到
達
時
説
を
取
る
と
、
同
時
到
達
の
場
合
が
問
題
と
な
る
。
最
判
昭
和
五
五
年
一
月
二
一
日
民
集
三
四
巻
一
号
四
二
頁
は
、
通
知
が
同
時
到
達
し
た
各
譲
受
人
は
全
額
の
給
付
を
請
求
し
う
る
と
し
た
。
し
か
し
、
同
判
決
は
そ
の
理
論
的
説
明
を
欠
い
た
た
め
、
学
説
が
分
か
れ
た
。
一
つ
は
、
到
達
の
先
後
に
よ
り
債
権
譲
渡
の
優
劣
を
決
す
る
以
上
、
譲
受
人
は
相
互
に
優
先
権
を
有
せ
ず
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
第
三
債
務
者
は
す
べ
て
の
譲
受
人
に
対
し
弁
済
を
拒
絶
し
う
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
二
つ
は
、
到
達
に
よ
る
優
劣
が
存
在
し
な
い
場
合
、
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
の
発
信
の
と
き
、
あ
る
い
は
確
定
日
付
の
な
い
通
知
が
あ
る
と
き
は
そ
の
前
後
で
、
そ
れ
も
な
い
か
或
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
は
同
時
の
場
合
に
は
、
債
権
譲
渡
の
前
後
に
よ
り
決
す
る
立
場
で
あ
る
。
三
つ
は
、
到
達
が
同
時
の
各
譲
受
人
は
、
互
い
に
自
己
の
債
権
を
主
張
し
う
る
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
以
上
の
各
立
場
を
み
る
と
、
一
つ
目
の
見
解
で
は
、
本
来
債
務
を
負
担
す
る
に
も
か
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
債
務
者
が
弁
済
を
免
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
不
当
で
あ
る
。
二
つ
目
の
見
解
は
、
債
務
者
の
認
識
時
点
を
基
軸
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
る
対
抗
要
件
の
基
本
構
造
と
相
容
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
今
日
、
多
数
説
は
三
つ
目
の
立
場
に
立
つ
が
、
そ
れ
も
ま
た
連
帯
債
権
説
、
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
真
正
連
帯
債
権
説
、
非
多
数
当
事
者
債
権
説
に
分
か
れ
、
最
判
平
成
五
年
三
月
三
〇
日
民
集
四
七
巻
四
号
三
三
三
四
頁
は
、
通
知
同
時
到
達
に
よ
っ
て
債
務
者
が
供
託
し
た
場
合
の
、
譲
受
人
相
互
の
供
託
金
還
付
請
求
訴
訟
で
、
最
終
的
な
按
分
取
得
の
法
理
を
判
示
し
て
い
る
。
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二
、
債
権
流
動
化
と
対
抗
要
件
立
法
　
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
金
融
取
引
上
、
債
権
の
流
動
化
が
要
請
さ
れ
た
。
債
権
流
動
化
と
は
、
一
般
に
は
、
資
金
調
達
を
望
む
企
業
が
、
自
己
の
保
有
す
る
大
量
の
債
権
群
を
特
別
目
的
機
関
に
譲
渡
し
、
か
か
る
債
権
の
信
用
力
の
み
を
裏
付
け
と
し
て
特
別
目
的
機
関
が
証
券
を
発
行
し
、
投
資
家
に
販
売
す
る
と
い
う
仕
組
み
金
融
で
あ
る
。
こ
の
債
権
流
動
化
で
は
、
債
権
譲
渡
を
債
務
者
に
通
知
す
る
に
は
煩
珀
で
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
、
原
保
有
者
は
移
転
の
事
実
を
債
務
者
に
知
ら
せ
ず
に
、
債
務
者
と
の
関
係
を
そ
の
ま
ま
保
持
し
た
い
と
い
う
要
請
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
方
で
は
、
原
債
権
者
が
債
務
者
と
の
関
係
を
保
持
し
て
債
権
回
収
を
継
続
し
な
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
ら
、
他
方
で
債
権
を
確
実
に
移
転
す
る
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
法
律
構
成
す
る
か
。
　
債
権
流
動
化
に
お
け
る
対
抗
要
件
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
諸
外
国
で
は
債
権
譲
渡
に
お
け
る
対
抗
力
具
備
手
続
き
を
簡
略
化
す
る
特
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
別
立
法
が
進
ん
で
お
り
、
不
要
型
、
公
示
公
告
型
な
ど
に
分
か
れ
て
い
る
。
ド
イ
ッ
は
不
用
型
を
採
用
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
職
業
債
権
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
対
象
と
す
る
ダ
イ
イ
法
、
債
権
流
動
化
を
支
援
す
る
F
C
C
法
等
の
特
別
法
を
も
っ
て
資
産
の
流
動
化
を
進
め
た
。
い
ま
、
世
界
的
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
は
、
債
権
流
動
化
が
新
し
い
資
金
調
達
手
法
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
り
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
採
択
さ
れ
た
国
連
国
際
債
権
譲
渡
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
約
は
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
日
本
に
お
い
て
も
債
権
流
動
化
の
必
然
性
が
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
、
企
業
の
資
金
調
達
は
伝
統
的
に
物
的
・
人
的
担
保
を
供
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
て
の
銀
行
借
入
に
依
存
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
不
動
産
の
価
値
が
下
落
し
、
大
量
の
不
良
債
権
が
発
生
し
、
伝
統
的
な
不
動
産
担
保
や
個
人
保
証
に
よ
る
資
金
調
達
の
行
き
詰
ま
り
が
生
じ
た
。
一
方
で
、
不
動
産
を
も
た
な
い
企
業
の
資
金
調
達
の
需
要
も
高
ま
・
た
。
・
れ
ら
を
背
景
と
し
て
・
企
業
が
資
産
・
と
り
わ
け
債
権
を
活
用
し
て
資
金
調
達
を
す
る
こ
と
が
望
ま
毯
・
し
か
し
、
民
法
第
四
六
七
条
の
対
抗
要
件
の
手
続
き
は
煩
磧
で
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
債
権
移
転
を
債
務
者
に
知
ら
せ
な
い
と
い
う
債
権
流
動
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
化
取
引
の
障
害
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
民
法
の
規
定
よ
り
も
簡
易
な
対
抗
要
件
制
度
が
実
務
か
ら
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
最
初
の
立
法
は
、
】
九
九
三
年
に
制
定
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
〇
日
に
廃
止
さ
れ
た
「
特
定
債
権
等
に
係
る
事
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
で
あ
る
。
同
法
は
、
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
と
し
て
、
日
刊
新
聞
紙
上
で
公
告
を
す
れ
ば
民
法
第
四
六
七
条
の
確
定
日
付
あ
る
通
知
と
み
な
す
と
い
う
簡
易
な
公
告
制
度
を
導
入
し
た
。
す
な
わ
ち
、
公
告
す
れ
ば
第
三
者
に
対
抗
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
其木提日中民法における債権譲渡制度45
何
も
知
ら
な
い
債
務
者
に
対
し
て
も
債
権
譲
渡
を
主
張
で
き
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
法
は
リ
ー
ス
債
権
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
債
権
限
定
の
立
法
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
債
権
の
流
動
化
の
場
合
に
、
同
法
は
利
用
で
き
な
い
た
め
、
債
権
種
類
が
限
定
さ
れ
な
い
包
括
　
　
　
　
　
　
　
（
必
）
的
な
立
法
が
望
ま
れ
た
。
ま
た
、
簡
易
な
公
告
と
い
う
規
定
は
、
何
も
知
ら
な
か
っ
た
債
務
者
の
保
護
に
な
ら
な
い
と
い
っ
た
構
造
的
　
　
　
　
　
（
4
5
）
な
問
題
も
あ
っ
た
。
　
こ
の
観
点
か
ら
、
一
九
九
八
年
に
「
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
、
そ
の
適
用
範
囲
を
法
人
が
す
る
債
権
譲
渡
に
限
定
し
た
う
え
で
、
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
と
し
て
、
債
権
譲
渡
登
記
の
制
度
を
創
設
し
、
第
三
者
対
抗
要
件
と
対
債
務
者
対
抗
要
件
と
を
切
り
離
し
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
で
は
、
債
権
譲
渡
登
記
フ
ァ
イ
ル
へ
債
権
譲
渡
の
登
記
を
す
れ
ば
、
民
法
第
四
六
七
条
の
確
定
日
付
が
あ
る
通
知
と
み
な
し
、
後
者
に
関
し
て
は
、
債
務
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
債
務
者
に
対
抗
で
き
る
た
あ
に
、
登
記
事
項
証
明
書
を
交
付
し
て
通
知
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
　
も
っ
と
も
、
同
法
に
も
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
第
三
債
務
者
名
が
登
記
事
項
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
登
記
の
概
要
が
そ
の
ま
ま
商
業
登
記
簿
に
掲
載
さ
れ
る
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
登
記
の
概
要
を
商
業
登
記
簿
に
掲
載
す
る
こ
と
は
、
譲
渡
人
の
信
用
不
安
に
繋
が
る
。
ま
た
、
債
権
譲
渡
登
記
フ
ァ
イ
ル
に
第
三
債
務
者
名
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
債
務
者
不
特
定
の
将
来
債
権
の
譲
渡
は
登
記
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
、
ま
だ
借
手
が
い
な
い
ビ
ル
の
賃
料
債
権
を
流
動
化
す
る
と
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
将
来
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
料
債
権
を
担
保
に
融
資
を
受
け
る
等
の
場
合
に
、
こ
の
制
度
が
使
え
な
い
。
　
そ
こ
で
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
日
に
、
特
例
法
の
増
補
改
正
法
と
い
え
る
「
動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
、
第
三
債
務
者
名
を
記
載
事
項
と
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
登
記
が
で
き
な
か
っ
た
債
務
者
不
特
定
の
将
来
債
権
に
つ
い
て
の
登
記
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
商
業
登
記
簿
に
譲
渡
の
概
略
を
転
載
す
る
制
度
は
廃
止
し
、
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新
た
に
債
権
譲
渡
登
記
事
項
概
要
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
て
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
三
、
中
国
の
債
権
譲
渡
制
度
（一
j
　
合
同
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
制
度
　
1
．
立
法
規
定
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
の
「
経
済
合
同
法
」
は
債
権
譲
渡
を
禁
止
し
て
い
た
。
「
民
法
通
則
」
は
債
務
者
同
意
主
義
を
採
用
し
た
。
現
行
「
合
同
法
」
に
至
っ
て
よ
う
や
く
債
権
譲
渡
の
自
由
を
認
め
た
。
現
行
合
同
法
は
、
そ
の
第
五
章
第
七
九
条
以
下
に
債
権
譲
渡
制
度
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
第
七
九
条
は
、
債
権
者
が
契
約
の
権
利
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
第
三
者
に
譲
渡
し
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
う
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
債
権
譲
渡
が
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
の
契
約
に
よ
っ
て
完
成
す
る
と
、
契
約
過
程
に
関
与
し
て
な
い
債
務
者
は
債
権
譲
渡
の
事
実
を
知
ら
な
い
た
め
に
不
測
の
損
害
を
被
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
法
第
八
〇
条
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
債
権
者
が
債
権
を
譲
渡
し
た
場
合
に
、
債
務
者
へ
通
知
し
な
け
れ
ば
、
当
該
譲
渡
が
債
務
者
に
対
し
て
効
力
は
生
じ
な
い
。
同
第
八
二
条
は
、
債
務
者
が
債
権
譲
渡
の
通
知
を
受
け
た
後
、
そ
の
通
知
を
受
け
る
ま
で
に
譲
渡
人
に
対
し
て
生
じ
た
事
由
を
譲
受
人
に
主
張
し
う
る
と
規
定
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
債
権
に
利
益
を
持
つ
譲
受
人
な
い
し
第
三
者
も
債
権
譲
渡
を
知
ら
な
い
た
め
に
不
測
の
損
害
を
被
る
恐
れ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
重
譲
渡
や
差
押
と
の
競
合
等
で
譲
受
人
が
第
三
者
と
同
一
の
権
利
に
つ
き
両
立
し
え
な
い
法
的
地
位
に
立
っ
た
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
取
得
し
た
権
利
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
優
劣
を
決
定
す
る
基
準
が
必
要
で
あ
る
が
、
合
同
其木提日中民法における債権譲渡制度47
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
法
に
は
こ
の
債
権
の
二
重
譲
渡
に
関
す
る
規
定
が
な
い
。
　
以
上
か
ら
、
合
同
法
第
八
〇
条
が
、
債
務
者
保
護
の
た
め
の
規
定
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
本
条
を
同
法
第
七
九
条
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
本
条
は
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
規
定
な
の
か
、
そ
れ
と
も
個
別
債
務
者
保
護
主
義
を
採
用
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
筆
者
の
調
べ
た
限
り
、
そ
れ
に
関
す
る
裁
判
例
と
く
に
二
重
譲
渡
に
関
す
る
事
例
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
2
．
学
説
　
物
権
変
動
に
関
す
る
学
説
と
比
べ
る
と
、
債
権
譲
渡
に
関
す
る
研
究
業
績
は
少
な
い
が
、
以
下
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
ひ
と
つ
は
、
個
別
債
務
者
保
護
主
義
を
前
提
に
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、
合
同
法
第
七
九
条
に
お
い
て
は
、
債
権
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
譲
受
人
に
移
転
す
る
の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
と
の
関
係
で
も
債
権
譲
渡
の
効
力
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
の
二
重
譲
渡
の
場
合
に
、
譲
受
人
間
の
優
劣
は
譲
渡
契
約
の
先
後
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
、
第
一
譲
受
人
の
み
が
債
権
を
取
得
す
る
。
第
二
譲
受
人
が
債
務
者
か
ら
弁
済
と
し
て
給
付
を
受
領
し
た
場
合
、
第
二
譲
受
人
は
第
一
譲
受
人
に
対
し
て
不
当
利
得
返
還
義
務
を
焦
施
。
こ
れ
に
対
し
て
、
合
同
法
第
八
〇
条
に
お
い
て
は
、
債
務
者
へ
の
通
知
が
要
求
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
債
務
者
以
外
の
第
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
者
に
適
用
さ
れ
る
規
定
で
は
な
く
、
善
意
の
債
務
者
を
保
護
す
る
た
め
の
規
定
に
す
ぎ
な
い
。
債
務
者
の
善
意
悪
意
は
、
債
務
者
が
通
知
を
受
け
た
か
否
か
に
よ
・
て
判
断
さ
れ
麓
・
譲
逗
又
人
が
霧
者
の
悪
意
を
立
証
し
た
場
合
、
債
務
者
は
譲
受
人
に
対
す
る
弁
済
の
　
　
　
　
　
（
5
2
）
責
任
を
免
れ
な
い
。
　
も
う
ひ
と
つ
は
、
対
抗
要
件
主
義
を
前
提
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
債
権
取
引
安
全
の
お
よ
び
債
務
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
債
務
者
へ
の
通
知
を
強
調
す
る
。
具
体
的
に
は
、
債
権
譲
渡
契
約
は
当
事
者
の
合
意
の
み
で
成
立
す
る
が
、
そ
の
債
権
の
価
値
を
獲
得
す
る
に
は
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
債
務
者
か
ら
み
る
と
、
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
が
な
け
れ
ば
債
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
権
者
を
認
識
で
き
ず
、
債
権
譲
渡
契
約
の
み
で
肝
心
の
債
務
者
の
保
護
は
図
れ
な
い
。
ま
た
、
譲
受
人
か
ら
み
る
と
、
債
権
譲
渡
契
約
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に
公
示
性
が
な
い
ゆ
え
、
債
権
の
二
重
譲
渡
の
場
合
の
よ
う
に
、
譲
受
人
が
当
該
債
権
に
つ
き
利
害
関
係
を
持
つ
他
の
第
三
者
に
優
先
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
譲
受
人
が
債
務
者
へ
の
通
知
と
い
う
対
抗
要
件
を
具
備
す
る
必
要
が
艶
・
し
た
が
・
て
・
債
権
譲
渡
は
債
権
譲
渡
の
合
意
の
み
で
完
全
で
は
な
い
。
譲
渡
を
完
全
に
す
る
た
め
に
は
債
務
者
へ
の
通
知
と
い
う
公
示
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
合
同
法
第
八
〇
条
は
、
こ
の
債
務
者
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
、
こ
の
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
知
は
公
正
証
書
や
書
面
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
二
重
譲
渡
の
場
合
に
、
第
一
譲
受
人
は
債
務
者
に
対
す
る
通
知
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
対
抗
で
き
な
い
。
第
二
譲
受
人
が
先
に
通
知
ま
た
は
承
諾
を
具
備
す
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
ば
、
第
一
譲
受
人
に
対
し
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
対
抗
で
き
る
の
で
あ
る
。
（
二
）
　
債
権
流
動
化
の
萌
芽
　
W
T
O
に
加
盟
後
、
中
国
経
済
は
発
展
の
一
途
を
辿
る
一
方
で
、
国
有
企
業
を
救
済
す
る
に
あ
た
っ
て
、
金
融
機
関
に
巨
額
の
不
良
債
権
が
生
じ
た
。
こ
の
不
良
債
権
の
処
理
の
た
め
に
、
一
九
九
九
年
に
、
政
府
は
金
融
資
産
管
理
会
社
を
設
立
し
、
不
良
債
権
処
理
の
措
置
を
採
っ
た
。
不
良
債
権
を
金
融
資
産
管
理
会
社
に
移
転
し
、
金
融
資
産
管
理
会
社
が
不
良
債
権
を
さ
ら
に
外
国
の
大
手
金
融
機
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
や
国
内
の
投
資
家
に
譲
渡
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
合
同
法
第
八
〇
条
を
適
用
す
る
と
、
手
続
き
は
煩
墳
で
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
不
良
債
権
の
回
収
処
理
の
障
害
と
な
っ
た
。
　
そ
こ
で
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
に
「
金
融
資
産
管
理
会
社
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。
同
条
例
は
、
そ
の
適
用
範
囲
を
金
融
資
産
管
理
会
社
の
国
有
銀
行
の
不
良
債
権
回
収
管
理
処
理
に
限
定
し
た
う
え
で
、
新
聞
紙
上
で
公
告
ま
た
は
通
知
す
れ
ば
、
合
同
法
第
八
〇
条
の
債
務
者
へ
の
通
知
と
み
な
す
と
い
う
公
告
制
度
を
導
入
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
債
権
者
で
あ
る
金
融
機
関
は
、
全
国
あ
る
い
は
省
レ
ベ
ル
の
影
響
あ
る
新
聞
紙
上
で
、
そ
の
債
権
を
金
融
資
産
管
理
会
社
に
譲
渡
し
た
こ
と
を
公
告
す
れ
ば
、
第
三
者
に
対
抗
で
き
る
だ
け
で
其木提日中民法における債権譲渡制度49
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
は
な
く
、
何
も
知
ら
な
い
債
務
者
に
対
し
て
も
債
権
譲
渡
を
主
張
で
き
る
と
し
た
。
そ
れ
が
最
高
裁
判
所
の
司
法
解
釈
に
も
確
認
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
四
月
に
資
産
証
券
化
試
行
法
と
言
え
る
「
信
貸
資
産
証
券
化
試
点
管
理
弁
法
」
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
は
不
良
債
権
処
理
の
た
め
の
債
権
譲
渡
法
制
で
あ
る
。
こ
の
一
方
で
、
企
業
や
金
融
機
関
等
が
指
名
債
権
を
国
外
の
金
融
機
関
に
譲
渡
し
て
資
金
調
達
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
債
権
流
動
化
の
動
き
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
地
方
政
府
が
将
来
一
五
年
に
わ
た
る
高
速
道
路
通
行
料
金
債
権
を
、
企
業
が
そ
の
将
来
運
送
料
金
債
権
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
等
海
外
の
特
別
目
的
機
構
に
譲
渡
し
、
証
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
券
発
行
に
よ
っ
て
資
金
調
達
を
得
た
ケ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
外
国
の
特
別
目
的
機
関
に
譲
渡
し
た
事
例
で
あ
る
が
、
国
内
に
お
い
て
も
、
債
権
を
譲
渡
し
て
資
金
調
達
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
法
制
度
の
見
直
し
の
要
請
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
に
お
け
る
売
掛
債
権
な
ど
の
資
産
の
流
動
化
比
率
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
比
較
す
る
と
、
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
合
同
法
の
通
知
義
務
は
手
続
き
が
煩
磧
で
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
債
権
移
転
を
債
務
者
に
知
ら
せ
な
い
と
い
う
債
権
流
動
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
取
引
の
障
害
と
な
る
と
し
て
、
民
法
の
規
定
よ
り
も
簡
易
な
法
制
度
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
公
告
制
度
が
、
債
務
者
に
不
当
に
閲
覧
調
査
義
務
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
や
、
何
も
知
ら
な
か
っ
た
債
務
者
に
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
担
さ
せ
る
と
い
っ
た
問
題
点
も
指
　
　
　
　
（
6
1
）
摘
さ
れ
て
い
る
。
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四
、
比
較
法
か
ら
の
示
唆
（一
j
　
対
抗
要
件
主
義
か
個
別
債
務
者
保
護
主
義
か
ま
ず
、
合
同
法
の
債
権
譲
渡
制
度
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
、
そ
れ
が
個
別
債
務
者
保
護
主
義
を
採
用
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
て
い
る
の
か
、
か
ら
み
て
み
よ
う
。
　
前
述
の
よ
う
に
、
個
別
債
務
者
保
護
主
義
に
お
い
て
は
、
合
意
だ
け
で
対
世
的
に
権
利
が
移
転
し
、
そ
の
合
意
を
知
ら
な
か
っ
た
債
務
者
は
個
別
に
保
護
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
立
法
例
で
は
、
第
二
譲
受
人
が
譲
渡
人
と
共
謀
し
て
譲
渡
契
約
書
中
の
そ
の
日
付
を
操
作
し
、
第
一
譲
受
人
よ
り
も
時
間
的
に
早
く
譲
渡
人
か
ら
譲
渡
債
権
を
譲
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
真
正
な
第
一
譲
受
人
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
立
法
例
は
、
債
権
の
財
貨
性
か
ら
、
債
権
の
排
他
的
帰
属
を
公
示
す
る
た
め
に
も
、
権
利
関
係
の
画
一
的
確
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
定
性
の
理
想
か
ら
み
て
も
、
立
法
的
に
優
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
い
わ
れ
る
。
　
対
抗
要
件
主
義
に
お
い
て
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
実
現
に
債
務
者
を
巻
き
込
み
、
債
務
者
を
債
権
帰
属
の
生
け
る
公
示
機
関
と
し
て
債
権
取
引
の
安
全
を
図
る
。
し
か
し
、
こ
の
公
示
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
、
債
務
者
と
債
権
者
が
共
謀
し
て
、
譲
渡
通
知
が
な
さ
れ
る
前
に
、
債
務
が
す
で
に
弁
済
な
ど
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
と
の
証
拠
を
捏
造
す
る
と
、
譲
受
人
が
債
権
を
行
使
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
債
務
者
へ
の
通
知
は
、
譲
渡
人
の
信
用
不
安
を
惹
起
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
さ
ら
に
債
務
者
に
は
第
三
者
に
対
す
る
回
答
義
務
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
い
の
で
、
と
く
に
第
三
者
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
公
示
機
能
自
体
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
　
し
か
し
、
個
別
債
務
者
保
護
主
義
に
お
い
て
も
、
譲
受
人
間
の
優
先
関
係
は
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
た
め
、
第
二
譲
受
人
が
譲
渡
人
と
共
謀
し
て
日
付
を
操
作
す
る
こ
と
を
防
止
で
き
な
い
。
ま
た
、
対
抗
要
件
主
義
に
お
け
る
公
示
方
法
は
不
完
全
で
あ
る
が
、
公
示
性
が
全
く
な
い
と
は
い
え
な
い
。
さ
ら
に
、
債
務
者
の
立
場
か
ら
み
て
も
、
債
務
者
の
主
観
的
認
識
を
問
う
個
別
債
務
者
保
護
主
義
と
比
べ
て
、
確
定
日
付
あ
る
通
知
を
対
抗
要
件
と
す
る
対
抗
要
件
主
義
は
最
も
簡
便
゜
安
全
な
制
度
で
艶
・
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
対
抗
要
件
主
義
は
債
権
の
排
他
的
帰
属
を
公
示
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
利
点
も
利
用
可
能
性
も
十
分
に
献
樋
。
　
で
は
、
中
国
合
同
法
は
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
中
国
合
同
法
は
フ
ラ
ン
ス
法
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
も
の
と
読
む
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
中
国
法
は
動
其木提日中民法における債権譲渡制度51
産
の
物
権
変
動
に
お
い
て
は
対
抗
要
件
主
義
を
否
定
し
な
い
。
合
同
法
第
七
九
条
は
債
権
譲
渡
の
自
由
を
認
め
た
条
文
に
す
ぎ
ず
、
第
三
者
お
よ
び
債
務
者
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
合
同
法
第
八
〇
条
に
よ
っ
て
債
務
者
へ
通
知
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
重
譲
渡
の
場
合
に
は
、
第
一
譲
受
人
は
債
務
者
に
対
す
る
通
知
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
対
抗
で
き
な
い
。
第
二
譲
受
人
が
先
に
通
知
を
具
備
す
れ
ば
、
第
一
譲
受
人
に
対
し
て
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
対
抗
で
き
る
と
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
現
行
合
同
法
は
個
別
債
務
者
保
護
主
義
を
採
用
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
よ
り
適
切
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
立
法
沿
革
か
ら
み
る
と
、
中
国
法
は
物
権
変
動
で
は
形
式
主
義
を
採
用
し
て
お
り
、
ド
イ
ッ
法
を
継
受
し
た
台
湾
民
法
の
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）
響
が
多
大
で
あ
る
。
合
同
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
立
法
も
、
台
湾
民
法
を
経
て
ド
イ
ッ
民
法
を
継
受
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
条
文
上
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
合
同
法
は
債
務
者
へ
の
通
知
に
よ
っ
て
、
対
抗
要
件
と
債
務
者
保
護
を
重
ね
合
わ
せ
た
条
文
構
造
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
立
法
者
も
契
約
締
結
さ
え
す
れ
ば
、
譲
受
人
は
債
務
者
そ
の
他
の
第
三
者
に
対
し
て
も
当
然
に
権
利
主
張
を
な
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
イ
ッ
民
法
の
条
文
構
造
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
し
う
る
と
認
識
し
て
い
た
。
ま
た
、
合
同
法
第
八
〇
条
お
よ
び
第
八
一
条
は
、
し
た
が
っ
て
、
第
七
九
条
と
第
八
〇
条
は
そ
れ
ぞ
れ
効
力
発
生
要
件
と
債
務
者
保
護
規
定
で
あ
り
、
債
権
譲
渡
の
効
果
と
し
て
生
じ
る
債
権
移
転
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
譲
渡
人
譲
受
人
間
の
み
な
ら
ず
、
債
務
者
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
第
三
者
と
の
関
係
で
も
生
じ
る
と
解
す
る
の
が
条
文
に
適
合
的
で
あ
る
。
　
次
に
、
債
権
譲
渡
に
お
い
て
は
、
債
務
者
へ
の
通
知
の
方
式
を
問
わ
な
け
れ
ば
全
く
虚
偽
の
通
知
も
勝
手
に
な
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
対
抗
要
件
主
義
で
は
確
定
日
付
が
要
求
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
合
同
法
で
は
通
知
方
法
に
つ
い
て
何
ら
規
定
さ
れ
て
な
い
。
中
国
で
は
、
配
達
証
明
付
き
郵
便
は
あ
る
が
、
通
知
を
す
れ
ば
確
実
に
立
証
で
き
る
内
容
証
明
郵
便
は
な
い
。
公
正
証
書
に
よ
52東洋文化研究9号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）
る
通
知
は
可
能
で
あ
る
が
、
実
務
で
は
、
一
般
的
に
配
達
証
明
付
き
郵
便
が
使
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
確
定
日
付
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）
よ
ら
な
い
通
知
の
対
抗
要
件
と
し
て
の
価
値
は
本
当
に
零
に
等
し
く
、
債
務
者
に
公
示
機
能
を
果
た
さ
せ
る
の
も
困
難
で
あ
り
、
対
抗
要
件
主
義
の
前
提
を
欠
く
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
合
同
法
は
個
別
債
務
者
保
護
主
義
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
債
権
譲
渡
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
譲
渡
人
譲
受
人
間
の
み
な
ら
ず
、
債
務
者
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
第
三
者
と
の
関
係
で
も
そ
の
効
力
を
生
じ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
の
二
重
譲
渡
の
場
合
に
、
第
一
譲
受
人
の
み
が
債
権
を
取
得
し
、
第
二
譲
受
人
は
無
権
利
者
と
な
り
、
弁
済
を
受
け
た
第
二
譲
受
人
は
第
一
譲
受
人
に
対
し
不
当
利
得
返
還
義
務
を
負
う
。
と
こ
ろ
で
、
債
権
が
二
重
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
間
の
優
劣
を
証
明
す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
結
局
、
確
実
に
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、
債
権
譲
渡
契
約
に
つ
い
て
譲
渡
証
書
の
交
付
ま
た
は
公
正
証
書
に
よ
る
確
定
日
付
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
其木提
（
二
）
　
債
権
流
動
化
立
法
の
あ
り
方
　
債
権
流
動
化
立
法
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
譲
受
人
に
確
実
な
法
的
保
障
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
債
務
者
に
は
不
測
の
事
態
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）
招
か
な
い
十
分
な
保
護
を
与
え
、
利
害
関
係
人
に
は
十
分
な
状
況
把
握
が
で
き
る
公
示
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
ま
ず
、
第
三
者
対
抗
要
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
外
国
法
制
で
は
、
ド
イ
ッ
法
の
よ
う
な
不
要
型
、
日
本
の
特
債
法
・
特
例
法
の
よ
う
な
公
示
公
告
型
が
あ
る
。
こ
れ
を
比
較
す
る
際
、
①
二
重
譲
渡
や
差
押
が
競
合
す
る
場
合
、
取
引
安
全
が
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
る
か
、
②
二
重
譲
渡
の
場
合
の
決
定
基
準
は
明
確
か
、
③
そ
の
判
断
基
準
が
容
易
か
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
不
要
型
は
、
①
の
取
引
安
全
を
考
慮
し
な
い
。
②
の
基
準
は
明
確
で
は
あ
る
が
、
③
の
証
明
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
結
局
、
先
後
関
係
が
有
効
に
機
能
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
示
公
告
型
は
、
①
の
取
引
安
全
が
あ
る
程
度
確
保
で
き
、
②
の
基
準
は
明
確
で
、
③
そ
れ
な
り
日中民法における債権譲渡制度53
に
判
断
が
可
能
で
あ
る
。
　
次
に
、
対
債
務
者
対
抗
要
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
外
国
法
制
で
は
公
告
型
と
通
知
型
が
あ
る
。
公
告
型
で
は
、
債
務
者
が
公
告
を
知
る
こ
と
が
無
理
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
債
務
者
は
公
告
以
後
の
事
由
も
主
張
で
き
な
い
。
債
務
者
保
護
の
観
点
か
ら
は
、
債
務
者
の
も
つ
権
利
を
通
知
な
し
に
奪
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
通
知
型
は
、
債
務
者
の
負
担
や
コ
ス
ト
を
増
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
発
想
か
ら
い
え
ば
、
最
も
合
理
的
な
規
定
の
し
か
た
と
い
え
る
。
　
中
国
法
に
目
を
転
じ
る
と
、
合
同
法
は
、
個
別
債
務
者
保
護
主
義
を
採
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
債
権
流
動
化
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
あ
る
と
、
①
譲
受
人
が
第
三
者
に
優
先
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
り
、
投
資
家
の
権
利
安
全
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
③
債
権
の
二
重
譲
渡
の
場
合
に
は
、
譲
受
人
間
の
優
劣
を
証
明
す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
り
、
②
結
局
、
先
後
関
係
が
有
効
に
機
能
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
金
融
資
産
管
理
会
社
条
例
」
は
、
対
抗
要
件
主
義
と
同
様
に
、
対
債
権
者
と
対
債
務
者
対
抗
要
件
を
一
本
化
し
た
簡
易
な
公
告
制
度
を
導
入
し
、
②
決
定
基
準
が
明
確
で
、
③
そ
れ
な
り
に
判
断
が
可
能
で
あ
る
が
、
①
現
実
の
認
識
可
能
性
か
ら
す
る
と
、
取
引
安
全
を
確
保
で
き
な
い
。
ま
た
、
同
法
は
不
良
債
権
処
理
の
た
め
の
立
法
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
債
権
の
流
動
化
の
場
合
に
は
利
用
で
き
な
い
。
百
歩
ゆ
ず
っ
て
、
同
法
が
「
信
貸
資
産
証
券
化
試
点
管
理
弁
法
」
と
同
様
に
、
不
良
債
権
以
外
の
債
権
に
適
用
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
の
簡
易
な
公
告
制
度
は
債
務
者
の
保
護
に
な
ら
な
い
と
い
っ
た
構
造
的
な
問
題
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）
　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
個
人
間
親
族
間
の
譲
渡
や
企
業
間
の
単
発
債
権
の
譲
渡
等
と
違
っ
て
、
多
数
債
務
者
の
存
在
を
前
提
に
し
た
債
権
流
動
化
取
引
で
は
債
権
種
類
が
限
定
さ
れ
な
い
包
括
的
な
立
法
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
第
三
者
対
抗
要
件
に
つ
い
て
の
公
示
型
立
法
と
対
債
務
者
対
抗
要
件
に
つ
い
て
の
通
知
型
立
法
は
多
い
に
参
考
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
第
三
者
対
抗
要
件
と
対
債
務
者
対
抗
要
件
と
を
切
り
離
し
た
う
え
で
、
対
第
三
者
対
抗
要
件
具
備
に
関
し
て
は
、
登
録
ま
た
は
登
記
と
い
う
簡
易
な
方
法
を
採
用
す
る
。
そ
の
結
果
、
債
権
が
二
重
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
、
譲
受
人
相
互
間
の
優
劣
基
準
が
明
確
で
あ
り
、
そ
の
判
断
も
容
易
か
つ
客
観
的
に
な
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る
。
対
債
務
者
対
抗
要
件
で
は
、
債
務
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
債
務
者
に
対
し
て
権
利
行
使
で
き
る
た
め
に
は
、
明
書
を
交
付
し
て
通
知
す
る
と
い
う
の
が
最
も
合
理
的
な
規
定
の
し
か
た
と
考
え
る
。
登
録
ま
た
は
登
記
証
残
さ
れ
た
課
題
　
以
上
は
、
民
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
立
法
と
債
権
流
動
化
立
法
に
分
け
て
、
そ
の
対
抗
要
件
制
度
を
中
心
に
、
中
国
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
制
度
が
ど
の
よ
う
な
立
法
例
で
あ
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
民
法
の
債
権
譲
渡
制
度
で
は
、
立
法
論
と
し
て
対
抗
要
件
主
義
は
勝
れ
て
い
る
が
、
中
国
法
は
個
別
債
務
者
保
護
主
義
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
析
出
し
た
。
ま
た
、
債
権
流
動
化
の
導
入
を
図
る
中
国
で
は
、
立
法
に
あ
た
っ
て
、
公
示
型
立
法
は
多
い
に
参
考
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
債
権
譲
渡
は
多
様
で
複
雑
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
と
く
に
中
国
の
債
権
譲
渡
理
論
を
形
成
し
て
い
く
に
あ
た
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）
て
は
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
将
来
債
権
譲
渡
契
約
の
有
効
性
の
理
論
的
根
拠
や
、
債
権
譲
渡
　
　
（
4
7
）
禁
止
特
約
、
債
権
譲
渡
と
相
殺
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
債
権
流
動
化
の
進
展
に
関
し
て
は
、
対
象
と
な
る
債
権
種
類
の
限
定
、
公
示
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）
制
度
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
問
題
、
債
権
譲
渡
が
真
正
売
買
か
担
保
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
注
（
1
）
　
第
九
一
条
「
契
約
当
事
者
の
一
方
が
契
約
の
権
利
・
義
務
の
　
　
全
部
ま
た
は
一
部
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
場
合
は
、
契
約
の
相
　
　
手
方
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
2
）
　
こ
の
ほ
か
、
立
法
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
U
C
C
第
九
編
の
登
　
　
録
制
度
も
あ
る
が
、
大
陸
法
に
お
け
る
公
示
制
度
の
発
想
と
違
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っ
て
、
U
C
C
の
登
録
制
度
は
情
報
を
集
収
す
る
た
め
の
出
発
　
　
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
角
紀
代
恵
「
債
権
流
動
化
　
　
と
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
I
U
C
C
登
録
制
度
を
参
考
と
し
　
　
て
」
N
B
L
五
九
八
号
五
七
頁
、
森
田
修
「
ア
メ
リ
カ
法
に
お
　
　
け
る
動
産
担
保
権
の
公
示
と
占
有
　
　
U
C
C
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
　
　
の
脱
神
話
化
の
た
め
に
（
一
）
1
（
五
・
完
）
」
N
B
L
七
八
　
　
一
号
六
頁
、
七
八
二
号
三
九
頁
、
七
八
三
号
五
六
頁
、
七
八
四
　
　
号
三
七
頁
、
N
B
L
七
八
五
号
二
九
頁
）
。
（
3
）
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
「
①
譲
受
人
は
、
債
務
者
に
対
　
　
し
て
な
さ
れ
る
移
転
の
送
達
に
よ
っ
て
で
な
け
れ
ば
、
第
三
者
　
　
に
対
抗
で
き
な
い
。
②
た
だ
し
、
譲
受
人
は
、
債
務
者
が
公
正
　
　
証
書
に
よ
っ
て
債
権
移
転
の
承
諾
を
し
た
場
合
、
第
三
者
に
対
　
　
抗
し
う
る
。
」
（
4
）
　
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』
（
弘
文
堂
、
一
九
九
三
年
）
　
　
一
一
四
頁
、
二
九
一
頁
。
（
5
）
　
フ
ラ
ン
ス
で
は
公
証
人
の
役
割
が
大
き
く
、
各
家
庭
の
か
か
　
　
り
つ
け
の
公
証
人
が
あ
り
、
考
え
る
ほ
ど
面
倒
な
も
の
で
は
な
　
　
い
。
た
だ
、
手
続
の
煩
雑
さ
と
費
用
の
高
さ
か
ら
、
私
署
証
書
　
　
に
よ
る
承
諾
が
多
く
行
わ
れ
、
判
例
通
説
は
早
く
か
ら
私
署
証
　
　
書
に
よ
る
承
諾
を
、
対
債
務
者
の
関
係
に
限
っ
て
有
効
と
し
た
。
　
　
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
金
融
取
引
な
ど
の
要
請
か
ら
、
商
事
　
　
金
融
上
の
債
権
あ
る
い
は
国
や
公
共
団
体
の
絡
ん
だ
特
殊
の
債
　
　
権
に
つ
て
、
こ
の
手
続
き
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
・
池
田
　
　
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』
七
〇
頁
、
二
八
九
頁
、
三
一
八
頁
　
　
以
下
）
。
（
6
）
　
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』
六
二
頁
以
下
。
（
7
）
　
ド
イ
ッ
民
法
第
三
九
八
条
「
債
権
は
、
債
権
者
と
他
の
者
と
　
　
の
契
約
に
よ
っ
て
そ
の
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
債
　
　
権
者
は
、
契
約
締
結
に
よ
っ
て
原
債
権
者
に
代
わ
る
。
」
（
8
）
　
第
四
〇
七
条
「
①
新
債
権
者
は
、
債
務
者
が
譲
渡
後
に
原
債
　
　
権
者
に
行
な
っ
た
給
付
、
並
び
に
譲
渡
後
に
債
権
に
関
し
て
債
　
　
務
者
と
原
債
権
者
と
の
間
で
な
さ
れ
た
す
べ
て
の
法
律
行
為
に
　
　
つ
い
て
、
自
己
に
対
す
る
そ
の
効
力
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
　
　
い
。
た
だ
し
、
債
務
者
が
給
付
ま
た
は
法
律
行
為
が
を
し
た
時
　
　
に
譲
渡
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
②
新
債
　
　
権
者
は
、
譲
渡
後
に
債
務
者
と
原
債
権
者
と
の
間
で
係
属
し
た
　
　
訴
訟
に
お
い
て
債
務
に
つ
き
確
定
判
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
判
　
　
決
の
自
己
に
対
す
る
効
力
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
　
　
し
、
債
務
者
が
訴
訟
係
属
を
生
じ
た
時
に
譲
渡
を
知
っ
て
い
た
　
　
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
（
9
）
　
第
四
〇
六
条
「
債
務
者
は
、
旧
債
権
者
に
対
し
て
有
す
る
債
　
　
権
を
も
っ
て
、
新
債
権
者
に
対
し
て
も
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
　
　
る
。
た
だ
し
、
債
権
取
得
の
時
に
債
務
者
が
譲
渡
を
知
っ
て
い
　
　
た
と
き
、
ま
た
は
そ
の
債
権
の
弁
済
期
が
、
譲
渡
を
知
っ
た
後
　
　
で
、
か
つ
譲
渡
さ
れ
た
債
権
の
弁
済
期
よ
り
後
に
到
来
し
た
と
　
　
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
（
1
0
）
　
第
四
〇
八
条
「
①
既
に
譲
渡
し
た
債
権
を
、
原
債
権
者
が
再
　
　
度
第
三
者
に
譲
渡
し
た
場
合
に
、
債
務
者
が
そ
の
第
三
者
に
給
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付
し
た
と
き
は
、
債
務
者
の
利
益
の
た
め
、
四
〇
七
条
の
規
定
　
　
を
第
一
譲
受
人
に
対
し
て
準
用
す
る
。
②
既
に
譲
渡
し
た
債
権
　
　
が
、
裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
第
三
者
に
移
付
さ
れ
た
と
き
、
又
　
　
は
債
権
が
法
律
に
基
づ
き
第
三
者
に
移
転
し
た
こ
と
を
原
債
権
　
　
者
が
第
三
者
に
対
し
て
承
認
し
た
時
も
、
同
様
で
あ
る
。
」
（
1
1
）
　
椿
寿
夫
、
右
近
健
男
『
ド
イ
ツ
債
権
法
総
論
』
（
日
本
評
論
　
　
社
、
一
九
八
八
年
）
三
五
八
頁
。
（
1
2
）
　
第
四
一
〇
条
「
①
債
務
者
は
、
原
債
権
者
が
交
付
し
た
譲
渡
　
　
に
関
す
る
証
書
の
引
渡
し
と
引
換
え
で
の
み
新
債
権
者
に
対
し
　
　
て
給
付
義
務
を
負
う
。
新
債
権
者
の
告
知
ま
た
は
催
告
は
、
証
　
　
書
を
呈
示
し
な
い
で
こ
れ
を
行
な
い
、
か
つ
、
債
務
者
が
呈
示
　
　
の
な
い
こ
と
を
理
由
に
遅
滞
な
く
こ
れ
を
拒
絶
し
た
場
合
に
は
、
　
　
無
効
で
あ
る
。
②
前
項
の
規
定
は
、
原
債
権
者
が
債
務
者
に
譲
　
　
渡
を
書
面
で
通
知
し
た
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。
」
（
1
3
）
　
古
屋
壮
一
「
ド
イ
ッ
債
権
譲
渡
制
度
に
お
け
る
債
務
者
に
対
　
　
す
る
対
抗
要
件
　
　
ド
イ
ッ
民
法
四
一
〇
条
の
立
法
過
程
を
中
　
　
心
と
し
て
（
一
）
（
二
・
完
）
」
広
島
法
学
二
六
巻
四
号
二
＝
二
　
　
頁
、
二
七
巻
一
号
八
七
頁
以
下
。
（
1
4
）
　
古
屋
壮
一
「
ド
イ
ッ
債
権
譲
渡
制
度
に
お
け
る
譲
渡
契
約
の
　
　
効
力
　
　
ド
イ
ッ
民
法
三
九
八
条
の
立
法
過
程
を
中
心
と
し
て
」
　
　
広
島
法
学
二
六
巻
三
号
二
七
七
頁
以
下
。
（
1
5
）
　
民
法
第
四
六
七
条
が
通
知
ま
た
は
承
諾
を
規
定
す
る
理
由
は
　
　
「
他
ノ
第
三
者
即
チ
債
権
ノ
第
ニ
ノ
譲
受
人
、
其
債
権
ヲ
差
押
　
　
ヘ
タ
ル
債
権
者
ニ
シ
テ
注
意
深
キ
人
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
先
ヅ
其
債
権
　
　
ノ
債
務
者
二
対
シ
、
譲
受
人
等
ガ
其
者
二
対
シ
テ
債
権
ヲ
有
ス
　
　
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
確
カ
メ
、
然
ル
後
二
非
ズ
ン
バ
敢
テ
譲
受
其
他
ノ
　
　
行
為
ヲ
為
サ
ザ
ル
ベ
ク
」
「
債
務
者
ガ
悪
意
ナ
ル
コ
ト
ハ
甚
ダ
　
　
頻
繁
ナ
ラ
ザ
ル
ベ
ク
、
他
二
適
当
ナ
ル
公
示
方
法
」
も
な
い
か
　
　
ら
で
あ
る
（
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
・
債
権
編
』
（
一
九
〇
五
　
　
年
）
二
〇
九
頁
参
照
）
。
（
1
6
）
　
対
第
三
者
の
関
係
で
、
証
拠
力
が
あ
る
確
定
日
付
を
要
求
し
　
　
た
の
は
「
此
通
知
若
ク
ハ
承
諾
二
付
テ
ハ
詐
欺
極
メ
テ
行
ハ
レ
　
　
易
ク
、
債
務
者
ハ
譲
渡
人
ト
土
ハ
謀
シ
テ
通
知
若
ク
ハ
承
諾
ノ
時
　
　
日
ヲ
繰
上
ゲ
、
以
テ
第
三
者
ノ
権
利
ヲ
害
セ
ン
ト
計
ル
コ
ト
」
　
　
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
前
掲
・
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
』
二
〇
　
　
九
頁
参
照
）
。
（
1
7
）
　
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』
九
七
頁
以
下
。
（
1
8
）
　
明
石
三
郎
『
注
釈
民
法
』
（
1
0
）
（
有
斐
閣
、
一
九
六
五
年
）
　
　
三
七
九
頁
。
（
1
9
）
　
有
泉
享
『
判
例
民
事
法
』
昭
和
八
年
度
五
二
事
件
評
釈
一
九
　
　
一
頁
。
（
2
0
）
　
山
本
進
一
「
債
権
の
二
重
譲
渡
」
判
例
演
習
（
増
補
版
）
債
　
　
権
法
1
（
一
九
七
三
年
）
一
四
五
頁
。
（
2
1
）
　
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』
　
一
一
四
頁
。
（
2
2
）
　
我
妻
栄
「
連
合
部
判
決
巡
歴
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
七
号
二
九
　
　
頁
。
（
2
3
）
　
我
妻
栄
『
新
訂
債
権
総
論
』
（
岩
波
書
店
、
　
一
九
六
四
年
）
　
　
五
四
二
頁
、
於
保
不
二
雄
『
債
権
総
論
」
（
有
斐
閣
、
　
一
九
七
其木提日中民法における債権譲渡制度57
　
　
一
年
）
三
一
八
頁
、
柚
木
馨
・
高
木
多
喜
男
『
判
例
債
権
法
総
　
　
論
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
一
年
）
、
明
石
三
郎
『
注
釈
民
法
1
1
』
　
　
（
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
）
三
八
二
頁
、
浅
沼
武
「
判
例
批
評
」
　
　
金
法
二
七
六
号
一
八
頁
、
藤
井
正
雄
「
判
例
批
評
」
判
タ
ニ
八
　
　
八
号
八
五
頁
。
（
2
4
）
　
横
山
長
「
判
例
批
評
」
金
法
七
三
三
号
一
二
頁
。
（
2
5
）
　
水
本
浩
　
『
債
権
総
論
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
）
一
五
四
　
　
頁
、
石
田
喜
久
夫
「
判
例
批
評
」
判
評
一
九
一
号
一
二
頁
。
（
2
6
）
　
浅
沼
武
「
判
例
批
評
」
金
法
二
七
六
号
一
八
頁
。
（
2
7
）
　
椿
寿
夫
「
債
権
の
二
重
譲
渡
と
対
抗
要
件
」
新
版
判
例
民
法
　
　
演
習
（
三
）
一
七
一
頁
、
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
　
　
究
』
＝
一
五
頁
、
＝
二
六
頁
、
一
六
五
頁
。
（
2
8
）
　
林
良
平
・
石
田
喜
久
夫
・
高
木
多
喜
男
『
債
権
総
論
』
（
有
　
　
斐
閣
、
一
九
八
二
年
）
四
六
七
頁
。
（
2
9
）
　
前
掲
・
椿
寿
夫
「
債
権
の
二
重
譲
渡
と
対
抗
要
件
」
一
七
一
　
　
頁
、
本
田
純
一
「
指
名
債
権
の
二
重
譲
渡
と
優
劣
の
基
準
」
　
　
『
現
代
民
法
学
の
基
本
問
題
』
（
下
）
（
一
九
八
三
年
）
七
二
頁
。
（
3
0
）
　
前
掲
・
明
石
三
郎
『
注
釈
民
法
』
（
1
1
）
三
八
二
頁
。
（
3
1
）
　
安
達
三
季
生
「
判
例
批
評
」
民
商
法
雑
誌
七
二
巻
二
号
一
三
　
　
七
頁
、
石
田
喜
久
夫
「
判
例
批
評
」
N
B
L
二
〇
三
号
四
〇
頁
。
（
3
2
）
　
古
曳
正
夫
「
指
名
債
権
譲
渡
の
第
三
者
対
抗
要
件
を
め
ぐ
る
　
　
難
問
」
N
B
L
一
七
九
号
一
二
頁
。
（
3
3
）
　
池
田
真
朗
「
指
名
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
の
構
造
」
私
法
四
　
　
四
号
一
四
二
頁
、
伊
藤
進
「
昭
和
五
五
年
度
重
要
判
例
解
説
」
　
　
八
七
頁
、
相
良
明
紀
な
ど
「
指
名
債
権
の
二
重
譲
渡
と
対
抗
要
　
　
件
」
判
タ
四
三
〇
号
三
二
頁
。
（
3
4
）
　
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』
＝
二
七
頁
、
一
六
　
　
七
頁
以
下
。
（
3
5
）
　
神
田
秀
樹
「
欧
米
の
資
産
流
動
化
の
状
況
と
わ
が
国
の
将
来
」
　
　
資
産
流
動
化
研
究
一
九
九
五
年
四
月
一
頁
、
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
　
　
資
産
流
動
化
証
券
化
の
実
態
と
法
理
」
金
融
法
研
究
第
一
八
号
。
（
3
6
）
　
神
田
秀
樹
・
能
見
善
久
「
債
権
流
動
化
と
債
権
譲
渡
の
対
抗
　
　
要
件
」
金
融
研
究
一
五
巻
二
号
八
〇
頁
。
な
お
、
周
知
の
よ
う
　
　
に
、
ア
メ
リ
カ
は
金
融
資
産
流
動
化
先
進
国
で
あ
る
。
ア
メ
リ
　
　
カ
U
C
C
は
、
本
来
不
動
産
以
外
の
担
保
付
取
引
に
関
す
る
統
　
　
一
的
な
規
定
で
あ
る
が
、
流
動
化
に
お
け
る
資
産
譲
渡
の
対
抗
　
　
要
件
の
規
定
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
債
権
譲
渡
の
対
抗
　
　
要
件
は
、
登
記
所
に
お
け
る
簡
易
な
登
録
で
あ
る
が
、
債
務
者
　
　
に
直
接
リ
ン
ク
し
な
い
制
度
で
あ
る
た
め
、
債
務
者
へ
の
通
知
　
　
を
債
務
者
に
対
す
る
権
利
行
使
要
件
と
し
て
い
る
（
角
紀
代
恵
　
　
「
ア
メ
リ
合
衆
国
に
お
け
る
債
権
譲
渡
と
対
抗
要
件
」
ジ
ュ
リ
　
　
ス
ト
一
〇
四
〇
号
三
五
頁
、
佐
藤
正
謙
「
金
融
資
産
の
証
券
化
　
　
に
伴
う
実
務
上
の
問
題
点
」
N
B
L
五
六
八
－
五
七
八
号
参
照
）
。
（
3
7
）
　
山
田
誠
一
「
金
融
機
関
を
当
事
者
と
す
る
債
権
の
譲
渡
お
よ
　
　
び
質
入
れ
ー
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
近
の
動
向
」
金
融
法
研
　
　
究
七
号
五
八
頁
以
下
、
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
法
理
の
展
開
』
　
　
（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
八
七
頁
以
下
。
（
3
8
）
　
柴
田
秀
樹
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
融
資
産
証
券
化
」
資
産
流
動
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化
研
究
一
九
九
五
年
二
九
頁
以
下
。
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
も
　
　
債
権
流
動
化
立
法
が
進
ん
で
い
る
。
韓
国
で
は
一
九
九
八
年
に
　
　
資
産
証
券
化
法
、
台
湾
で
は
二
〇
〇
二
年
に
金
融
資
産
証
券
化
　
　
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
（
3
9
）
　
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
法
理
の
展
開
』
一
九
二
頁
以
　
　
下
、
前
掲
・
神
田
秀
樹
・
能
見
善
久
「
債
権
流
動
化
と
債
権
譲
　
　
渡
の
対
抗
要
件
」
七
九
頁
以
下
。
（
4
0
）
　
瀬
川
信
久
「
我
妻
先
生
と
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
学
士
会
会
報
　
　
八
二
八
号
＝
二
八
頁
以
下
。
（
4
1
）
　
林
良
平
「
銀
行
取
引
法
か
ら
金
融
法
務
へ
」
金
法
一
〇
二
六
　
　
号
七
頁
以
下
。
（
4
2
）
　
池
田
真
朗
「
債
権
譲
渡
関
係
法
の
展
開
－
近
時
の
立
法
作
　
　
業
を
追
い
つ
つ
」
法
の
支
配
一
四
一
号
三
三
頁
、
「
債
権
譲
渡
　
　
特
例
法
か
ら
動
産
債
権
譲
渡
特
例
法
へ
ー
債
権
譲
渡
関
係
法
　
　
の
最
新
動
向
」
法
曹
時
報
五
八
巻
三
頁
。
（
4
3
）
　
前
掲
・
神
田
秀
樹
「
欧
米
の
資
産
流
動
化
状
況
と
わ
が
国
の
　
　
将
来
」
一
四
頁
。
（
4
4
）
　
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
法
理
の
展
開
』
九
九
頁
以
下
。
（
4
5
）
　
千
葉
恵
美
子
「
特
定
債
権
事
業
規
制
法
に
基
づ
く
債
権
譲
渡
　
　
と
差
押
－
公
告
に
よ
る
み
な
し
対
抗
要
件
と
民
法
四
六
七
条
　
　
の
対
抗
要
件
の
優
劣
」
阪
大
法
学
四
四
巻
ニ
ー
1
三
号
四
二
五
頁
。
（
4
6
）
　
第
七
九
条
二
項
「
但
し
、
債
権
の
性
質
が
こ
れ
を
許
な
い
と
　
　
き
、
当
事
者
の
特
約
に
よ
る
制
限
が
あ
る
場
合
、
お
よ
び
法
律
　
　
上
の
譲
渡
制
限
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
」
（
4
7
）
　
合
同
法
草
案
第
八
〇
条
三
項
で
は
、
譲
受
人
か
ら
の
通
知
も
　
　
認
め
て
い
た
が
、
現
行
契
約
法
は
自
称
譲
受
人
か
ら
の
虚
偽
の
　
　
通
知
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
譲
受
人
か
ら
の
　
　
通
知
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
学
説
か
ら
の
批
　
　
判
が
多
い
（
魏
振
蔽
『
民
法
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
　
　
〇
年
）
三
五
七
頁
）
。
（
4
8
）
　
合
同
法
草
案
で
は
二
重
譲
渡
に
関
す
る
条
文
が
あ
っ
た
が
、
　
　
物
の
売
買
と
違
っ
て
、
債
権
に
は
二
重
譲
渡
が
あ
り
え
な
い
と
　
　
し
て
削
除
さ
れ
た
（
梁
慧
星
編
『
民
商
法
論
叢
』
（
中
国
法
律
　
　
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
第
四
巻
四
三
九
頁
）
。
（
4
9
）
　
徐
濠
宇
「
債
権
譲
渡
与
制
度
中
的
利
益
衡
量
」
中
国
民
法
学
　
　
精
粋
二
〇
〇
四
年
巻
四
五
頁
。
な
お
、
合
同
法
意
見
稿
八
三
条
　
　
で
は
、
二
重
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
有
償
譲
渡
が
無
償
譲
渡
に
、
　
　
全
部
譲
渡
が
部
分
譲
渡
に
、
通
知
あ
る
譲
渡
が
通
知
な
い
譲
渡
　
　
に
優
先
す
る
と
規
定
し
て
い
た
。
学
説
は
そ
れ
に
賛
成
す
る
も
　
　
の
も
多
い
（
王
利
明
『
合
同
法
新
論
』
（
中
国
政
法
大
学
出
版
　
　
社
、
一
九
九
六
年
）
第
四
三
三
頁
、
余
延
満
『
合
同
法
原
論
』
　
　
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
　
一
九
九
九
年
）
四
六
九
頁
、
崔
建
遠
編
　
　
『
合
同
法
』
（
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
八
三
頁
、
前
掲
・
　
　
魏
振
瀟
『
民
法
』
三
五
八
頁
）
。
し
か
し
、
一
部
の
債
権
を
譲
　
　
り
受
け
、
か
つ
債
務
者
に
通
知
し
た
者
が
、
債
務
者
に
通
知
を
　
　
し
な
か
っ
た
全
債
権
を
譲
受
け
た
者
に
優
先
で
き
る
か
。
有
償
　
　
譲
渡
の
部
分
債
権
譲
渡
と
無
償
の
全
部
譲
渡
の
敦
れ
が
優
先
す
　
　
る
の
か
。
そ
の
判
断
基
準
は
明
確
で
は
な
い
と
い
う
批
判
も
あ
其木提日中民法における債権譲渡制度59
　
　
る
（
前
掲
・
徐
漆
宇
「
債
権
譲
渡
与
制
度
中
的
利
益
衡
量
」
四
　
　
五
頁
）
。
（
5
0
）
　
王
利
明
「
合
同
権
利
譲
渡
制
度
中
的
若
干
問
題
」
民
商
法
研
　
　
究
第
六
輯
五
一
二
頁
、
張
元
再
・
孫
衛
華
「
合
同
権
利
譲
渡
若
　
　
干
争
議
問
題
研
究
」
河
南
省
政
法
管
理
幹
部
学
院
学
報
一
九
九
　
　
八
年
第
三
期
三
〇
頁
、
前
掲
・
崔
建
遠
編
『
合
同
法
』
一
八
〇
　
　
頁
、
張
広
興
『
債
権
総
論
』
（
中
国
法
律
出
版
社
、
一
九
九
七
　
　
年
）
二
三
五
頁
。
（
5
1
）
　
前
掲
・
徐
濠
宇
「
債
権
譲
渡
与
制
度
中
的
利
益
衡
量
」
四
五
　
　
頁
。
（
5
2
）
　
前
掲
・
崔
建
遠
『
合
同
法
』
一
八
二
頁
。
（
5
3
）
　
施
漢
栄
「
析
債
権
譲
渡
若
干
法
律
問
題
」
法
律
適
用
二
〇
〇
　
　
三
年
七
期
六
七
頁
以
下
。
（
5
4
）
　
劉
燕
「
債
権
譲
渡
通
知
的
効
力
」
政
法
論
壇
二
〇
〇
三
年
二
　
　
期
七
二
頁
、
張
学
忠
「
通
知
一
債
権
移
転
的
効
力
要
件
」
法
学
　
　
二
〇
〇
五
年
七
期
九
八
頁
以
下
。
（
5
5
）
　
斐
麗
蔀
「
論
債
権
譲
渡
的
若
干
基
本
問
題
」
中
国
法
学
　
九
　
　
九
五
年
六
期
七
六
頁
、
李
銀
芳
「
債
権
譲
渡
通
知
時
間
」
人
民
　
　
法
院
報
二
〇
〇
四
年
二
月
＝
日
、
戴
建
庭
「
債
権
譲
渡
制
度
　
　
比
較
研
究
」
河
北
法
学
二
〇
〇
四
年
八
期
二
五
頁
。
（
5
6
）
　
前
掲
・
斐
麗
捧
「
論
債
権
譲
渡
的
若
干
基
本
問
題
」
七
六
頁
、
　
　
韓
海
光
・
崔
建
遠
「
論
債
権
譲
渡
与
対
抗
要
件
」
政
治
与
法
律
　
　
二
〇
〇
三
年
六
期
六
一
頁
。
（
5
7
）
　
不
良
債
権
譲
渡
に
関
す
る
事
例
が
多
く
報
道
さ
れ
て
お
り
、
　
　
債
権
譲
渡
件
数
と
譲
渡
額
が
年
年
上
昇
、
集
合
債
権
が
多
い
と
　
　
い
っ
た
特
徴
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
顧
其
栄
・
遠
泉
　
　
「
浅
析
金
融
資
産
管
理
公
司
転
譲
債
権
案
件
」
二
〇
〇
五
年
一
　
　
一
月
一
八
日
江
蘇
法
制
新
聞
）
。
（
5
8
）
　
二
〇
〇
一
年
四
月
三
日
最
高
法
院
「
金
融
資
産
管
理
会
社
が
　
　
銀
行
不
良
債
権
管
理
処
分
法
適
用
に
関
す
る
司
法
解
釈
」
を
参
　
　
照
。
（
5
9
）
　
何
小
峰
・
劉
永
強
「
資
産
証
券
化
理
論
及
其
在
中
国
実
践
　
　
　
　
対
中
国
一
個
早
期
案
例
的
研
究
」
学
術
研
究
一
九
九
九
年
　
　
二
期
二
三
頁
以
下
、
李
曜
『
資
産
証
券
化
基
本
理
論
与
案
例
分
　
　
析
』
（
上
海
財
経
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
一
九
二
頁
以
　
　
下
。
（
6
0
）
　
張
超
英
編
『
資
産
証
券
化
　
　
原
理
・
実
務
・
実
例
』
（
経
　
　
済
科
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
、
洪
艶
容
「
資
産
証
券
化
若
　
　
工
－
法
律
問
題
比
較
研
究
」
夏
門
大
学
博
士
論
文
。
な
お
、
「
最
　
　
高
法
院
関
与
適
用
担
保
法
若
干
問
題
的
解
釈
」
第
九
七
条
は
、
　
　
高
速
道
路
の
通
過
料
な
ど
の
債
権
が
権
利
質
の
目
的
と
な
り
う
　
　
る
と
し
て
、
将
来
債
権
に
つ
い
て
の
質
権
設
定
を
認
め
て
い
る
。
（
6
1
）
　
余
貴
林
「
債
権
譲
渡
問
題
」
内
江
師
範
学
校
学
報
二
〇
〇
五
　
　
年
一
期
一
二
頁
。
（
6
2
）
　
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』
一
七
頁
注
（
1
1
）
　
　
参
照
。
（
6
3
）
　
森
井
英
雄
「
債
権
質
に
お
け
る
第
三
債
務
者
の
承
諾
」
判
タ
　
　
五
一
四
号
一
六
七
頁
。
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（
6
4
）
　
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
」
一
一
二
頁
以
下
。
（
6
5
）
　
前
掲
・
於
保
不
二
雄
『
債
権
総
論
』
三
〇
八
頁
。
（
6
6
）
　
台
湾
民
法
は
、
債
務
者
が
通
知
し
た
者
に
弁
済
す
る
か
ぎ
り
　
　
免
責
さ
れ
、
債
務
者
の
善
意
悪
意
を
問
わ
な
い
と
い
う
点
で
ド
　
　
イ
ッ
法
を
修
正
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
（
前
掲
・
徐
濠
宇
「
債
　
　
権
譲
渡
与
制
度
中
的
利
益
衡
量
」
四
五
頁
）
。
（
6
7
）
　
現
行
合
同
法
で
は
二
重
譲
渡
の
条
文
を
規
定
し
な
か
っ
た
の
　
　
は
、
契
約
締
結
に
よ
り
債
権
が
移
転
す
る
と
認
識
し
て
い
た
か
　
　
ら
で
あ
る
（
前
掲
・
梁
慧
星
編
『
民
商
法
論
叢
』
四
三
九
頁
）
。
（
6
8
）
第
八
一
条
「
債
権
者
が
権
利
を
譲
渡
す
る
場
合
、
譲
受
人
は
　
　
債
権
に
関
わ
る
従
的
権
利
を
取
得
す
る
。
但
し
、
債
権
者
自
身
　
　
に
従
的
権
利
が
属
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
　
　
　
第
八
三
条
「
債
務
者
は
、
債
権
譲
渡
の
通
知
を
受
け
た
後
、
　
　
譲
渡
人
に
対
し
て
債
権
を
享
受
し
、
か
つ
債
務
者
の
債
権
が
譲
　
　
渡
債
権
よ
り
先
或
い
は
同
時
に
弁
済
期
が
到
来
す
る
場
合
、
譲
　
　
受
人
に
対
し
相
殺
を
主
張
で
き
る
。
」
（
6
9
）
　
趙
一
波
「
論
債
権
譲
渡
中
履
行
通
知
義
務
的
方
式
」
法
律
服
　
　
務
時
報
二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
八
日
第
九
版
。
（
7
0
）
　
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
」
九
四
頁
以
下
。
（
7
1
）
　
前
掲
・
神
田
秀
樹
1
1
能
見
善
久
「
債
権
流
動
化
と
債
権
譲
渡
　
　
の
対
抗
要
件
」
八
〇
頁
。
（
7
2
）
　
単
発
な
譲
渡
に
つ
い
て
も
大
が
か
り
に
書
式
な
ど
を
整
え
て
　
　
ど
こ
か
の
機
関
に
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
　
　
譲
渡
当
事
者
（
譲
渡
人
・
譲
受
人
）
に
か
え
っ
て
コ
ス
ト
や
手
　
　
間
の
面
で
負
担
が
か
か
る
の
で
、
現
行
民
法
の
規
定
を
残
す
必
　
　
要
が
あ
る
（
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
法
理
の
展
開
』
六
　
　
五
頁
以
下
）
。
（
7
3
）
　
日
本
に
お
い
て
、
将
来
債
権
譲
渡
の
有
効
性
の
問
題
は
す
で
　
　
に
立
法
論
的
に
解
決
さ
れ
て
い
る
。
学
説
は
、
か
つ
て
債
権
発
　
　
生
の
可
能
性
を
問
題
に
し
、
債
権
の
発
生
が
確
実
で
あ
る
と
き
　
　
に
限
っ
て
、
そ
の
有
効
性
を
肯
定
し
た
も
の
と
（
於
保
不
二
雄
　
　
「
将
来
の
権
利
の
処
分
（
一
）
（
二
・
完
）
」
法
学
論
叢
三
四
巻
　
　
一
号
六
五
頁
、
二
号
二
一
頁
以
下
、
鳥
谷
部
茂
「
将
来
債
権
の
　
　
担
保
」
別
冊
N
B
L
一
〇
号
六
一
頁
）
、
債
権
発
生
の
可
能
性
　
　
は
取
引
の
当
事
者
が
判
断
す
べ
き
経
営
上
の
実
行
性
の
問
題
に
　
　
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
将
来
債
権
の
譲
渡
を
肯
定
す
る
説
が
あ
っ
　
　
た
（
高
木
多
喜
男
「
集
合
債
権
譲
渡
担
保
の
有
効
性
と
対
抗
要
　
　
件
」
N
B
L
二
三
四
号
八
頁
以
下
、
田
辺
光
政
「
集
合
債
権
の
　
　
譲
渡
担
保
」
別
冊
N
B
L
一
〇
号
七
〇
頁
、
河
合
伸
一
「
第
三
　
　
債
務
者
不
特
定
の
集
合
債
権
譲
渡
担
保
」
金
法
一
一
八
六
号
五
　
　
六
頁
、
椿
寿
夫
「
集
合
債
権
譲
渡
担
保
の
有
効
性
と
効
力
」
ジ
　
　
ュ
リ
ス
ト
＝
〇
二
号
＝
六
頁
）
。
最
判
平
成
＝
年
一
月
　
　
二
九
日
民
集
五
三
巻
一
号
一
五
一
頁
も
、
債
権
発
生
の
可
能
性
　
　
が
低
か
っ
た
こ
と
は
、
契
約
の
有
効
性
を
当
然
に
左
右
す
る
も
　
　
の
で
は
な
い
と
し
て
、
長
期
に
わ
た
る
将
来
債
権
譲
渡
契
約
の
　
　
有
効
性
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
将
来
債
権
の
特
定
性
に
つ
い
て
、
　
　
最
判
昭
和
五
三
年
一
二
月
一
五
日
金
法
八
九
八
号
九
三
頁
は
、
　
　
そ
れ
ほ
ど
遠
い
将
来
の
も
の
で
な
け
れ
ば
、
特
段
の
事
情
の
な
其木提日中民法における債権譲渡制度61
　
　
い
限
り
、
始
期
と
終
期
を
特
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
　
　
し
た
が
、
最
判
平
成
一
二
年
四
月
二
一
日
民
集
五
四
巻
四
号
一
　
　
五
六
二
頁
は
、
他
の
債
権
か
ら
識
別
可
能
な
程
度
に
特
定
さ
れ
　
　
て
い
れ
ば
足
り
る
と
判
示
し
た
。
学
説
は
、
と
く
に
第
三
債
務
　
　
者
の
特
定
の
問
題
を
中
心
に
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
（
椿
寿
夫
　
　
『
集
合
債
権
担
保
の
研
究
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年
）
＝
二
二
　
　
頁
以
下
、
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
法
理
の
展
開
』
二
七
　
　
五
頁
以
下
参
照
）
。
（
7
4
）
　
米
倉
明
「
債
権
譲
渡
禁
止
特
約
の
効
力
に
関
す
る
一
疑
問
　
　
（
一
）
（
二
）
（
三
・
完
）
」
北
大
法
学
論
集
二
二
巻
三
号
、
二
三
　
　
巻
一
号
、
三
号
、
前
掲
・
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
法
理
の
展
開
』
　
　
三
〇
四
頁
以
下
参
照
。
（
7
5
）
　
前
掲
・
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
資
産
流
動
化
証
券
化
の
実
態
と
　
　
法
理
」
参
照
。
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Thb　assignment　of　creditor’s　right　in　Japan　and　China’s　civiI
laws
　　－the　rivalry　conditions　of　designated　assignment　of　creditor’s
　　　　right　mainly　analyzed
QIMUTI
Key　word：the　assignment　of　creditor’s　right，　notice　of　assignment
multi－assignment，　the　flow　of　creditor’s　right，　publication　system
　　　The　thesis　compares　different　legal　modes　about　the　assignment　of
creditor’s　right　in　France　and　German’s　civil　laws　and　reviews　the　flux
of　assignment　of　creditor’s　right　and　the　securitization　of　creditor’s
right　in　Japan’s　civil　law　and　analyzes　the　legislation　and　theories
about　the　assignment　of　creditor’s　right　in　the　Contract　of　China　Law
and　the　legislation　of　the　flow　of　creditor’s　right　in　China．　Be　based
on　this，　it　is　concluded　that　the　Germany　Legal　mode　should　be
adopted　to　explain　the　legislation　of　China　and　the　American　legal
mode　of　registration　should　be　learned　from　in　the　legislation　of　the
flow　of　creditor’s　right　to　set　up　the　publication　system　of　the
assignment　of　creditor’s　right　in　consideration　of　safety
・
1■
1
